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「やまぐち型地域連携教育」について 
  

１ 「やまぐち型地域連携教育」の推進 
 
（１）「やまぐち型地域連携教育」推進の背景 

① 社会の動向と子どもたちの教育環境を取り巻く状況等 

      近年、少子化・高齢化の進行、グローバル化・高度情報化の進展など、急速な 

    社会の変化に伴い、地域社会のつながりや支え合いの希薄化等による地域の教育 

力の低下や家庭教育の充実の必要性等が指摘されています。 

また、社会環境が大きく変化する中で、多様な価値観を持った人々との交流や体 

験の減少等を背景として、子どもたちの規範意識や社会性、自尊感情等に対する課 

題、生活習慣の乱れによる学習意欲や体力・気力の低下等、育ちに関する様々な課 

題に加え、学校が抱える課題は複雑化・困難化している状況にあります。 

 

② 社会総がかりの教育の必要性 

子どもたちの豊かで健やかな成長を育んでいくとともに、学校や子どもたちが抱 
えている課題を解決していくためには、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を果た 
しつつ、社会総がかりの教育を推進していくことが重要です。 

平成２７年１２月２１日に出された中央教育審議会の「新しい時代の教育や地方 
創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について」 
（答申）においても「学校と地域は、お互いの役割を認識しつつ、共有した目標に 
向かって、対等な立場の下で共に活動する協働関係を築くことが重要であり、パー 
トナーとして相互に連携・協働していくことを通じて、社会総がかりでの教育の実 
現を図っていくことが必要である。」と示されています。 

 

③ 本県のこれまでの取組 

山口県教育委員会では、平成１７年からコミュニティ・スクールの推進に、また、 

平成２３年から「地域協育ネット」の推進に取り組み、学校・家庭・地域が連携・ 

協働し、社会総がかりで子どもたちの学びや育ちを支援する体制づくりを進めてき 

ました。 

こうした中、本県では、平成２７年３月に「元気創出やまぐち！未来開拓チャレ 

ンジプラン」を策定し、その中で「社会総がかりによる『地域教育力日本一』の取 

組の推進」を掲げました。 

そのチャレンジプランを踏まえ、県教育委員会では、山口県教育振興基本計画を 

一部改定し、「地域ぐるみの教育推進プロジェクト」を掲げ、平成２７年度から「や 

まぐち型地域連携教育」を推進しています。 

 

  

 

 

 

幼児期から中学校卒業程度までの子どもたちの１５年間の育ちや学びを地域ぐ

るみで見守り、支援するためのおおむね中学校区を一まとまりとした仕組み 

「地域協育ネット」 
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（２）「やまぐち型地域連携教育」について 

「やまぐち型地域連携教育」とは、コミュニティ・スクールが核となり、本県独自

の取組である｢地域協育ネット｣の仕組みを生かして、各中学校区で地域のネットワ

ークを形成し、学校・家庭・地域が連携・協働することにより、社会総がかりで子

どもたちの学びや育ちを見守り支援する取組です。 

    この取組により、各小中学校のコミュニティ・スクールの充実はもとより、小中連

携の充実、さらには、保育所や幼稚園、高校等との学校間連携を進めるとともに、

地域の様々な社会教育団体等がつながり、地域ぐるみの教育支援体制の構築をめざ

しています。    
また、コミュニティ・スクールを核として、学校と地域のつながりが深まること

で、学校支援が充実し、質の高い学校運営が行われます。 
さらに、学校という場を大人の学びの場にしていくことで、学校にたくさんの地

域の人が集い、つながり、地域の大人同士の絆
きずな

が深まることにより、地域の教育力

向上、地域の活性化につながるものと考えています。 
推進に当たっては、義務教育課と社会教育・文化財課が緊密に連携するとともに、 

市町教育委員会とも連携しながら、推進体制の強化を図っています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

＊ 山口ＣＳコンダクター：各コミュニティ・スクールの取組の充実や水準の向上、小中連携の取組を推進するため、 

各学校の訪問指導・連携支援を行う。 

＊ 統括コーディネーター：中学校区に配置され、学校間の連携や地域の支援者との連絡調整、活動の総合調整など、 

を行う。 
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２ 「やまぐちコミュニティ・スクール」の推進 
 
（１）「やまぐちコミュニティ・スクール」について 

学校教育が抱える課題が一層複雑化・多様化す 

る中、それらを学校だけで解決するのは困難な状 

況になってきており、山口県では、学校・家庭・ 

地域が連携・協働し社会総がかりでの教育を実現 

するために、「やまぐち型地域連携教育」の核となるコミュニティ・スクールを推進 

し、子どもたちの豊かな成長につなげていきたいと考えています。 
 

「やまぐちコミュニティ・スクール」３つの機能 
 

    「学校運営」・「学校支援」・「地域貢献」の三つ 

の機能をもつ「やまぐちコミュニティ・スクール」を 

推進することにより、全ての学校の教育水準と学校運 

営の質の向上を図り、山口県の「めざす学校像」の具 

現化をめざしています。  
 
          

学校運営協議会の主な役割（地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４７条の５） 
・学校運営の基本方針を承認します。          
・学校運営に関する意見を述べることができます。   
・教職員の任用に関する意見を述べることができます。  

〇 学校を開き、課題解決に地域と一緒に取り組みます。 
〇 学校運営協議会において学校評価を効果的に活用し、学校運営の改善を図ります。 
〇 学校運営協議会委員の参画による授業参観や評価により、教職員の人材育成を行 
 います。  

 
 
 
          

〇 学校・家庭・地域で学校課題や目標等を共有し、教育支援活動を充実させます。 
○ 地域のネットワークを生かし、より多くの地域住民や保護者の参画による教育支 
 援活動を展開し、子どもの豊かな体験や学びにつなげていきます。 
〇 学校の様々な活動を地域ボランティアが支援することで、教員が子どもと向き合 
 う時間の確保につなげていきます。 
【取組例】ゲストティーチャー、学習補助・安心安全の見守り活動、環境整備 など     

 
 
  
          

〇 子どもが地域行事やボランティア活動へ参加することにより、地域の大人と触れ 
 合う機会や多様な経験をする機会を増やします。 
〇 学校という場を地域住民の経験や学習の成果を生かす場、大人の学びの場にして 
 いきます。 
〇 学校という場が、地域住民のよりどころとなり、大人同士の絆

きずな

を深めていきます。 
【取組例】児童生徒によるボランティア活動や地域行事への参加、地域の方を対象と 

した教養講座の開催、地域交流室（スペース）の設置 など 

山口県の「めざす学校像」 

☆地域に開かれた学校 

☆地域づくりに貢献できる学校 

☆地域の人々のよりどころとなる学校 

やまぐちＣＳの 3 つの機能 

学校運営 学校運営の質の向上 

学校教育の質の向上 学校支援 

学校を核とした、人づくり・地域づくり 地域貢献 
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（２）コミュニティ・スクールの設置状況 

平成２７年度の山口県の市町立小中学校の 

コミュニティ・スクールの設置率は９３．１％ 

  (Ｈ２７．１０．１現在)となっています。   

※ 全国公立小中学校の設置率 ７．６％ (Ｈ２７．４．１時点) 

 

 
  （３）平成２７年度の主な取組 

   
○ 「山口県コミュニティ・スクール推進協議会」の開催による県の取組方針や 

 各市町の課題等の協議（対象:１９市町代表､有識者､小中校長会長等 開催:２回） 

 

○ 「山口県コミュニティ・スクール推進フォーラム」（１２月１９日）、「やまぐ 

 ち地域連携教育研修会」（７地域 ８月～１２月）の開催による、コミュニティ・ 

 スクールや「地域協育ネット」についての県民への周知及び気運の醸成 

（対象：学校運営協議会委員、全国ＣＳ関係者、一般県民等 ） 

        

○ 「山口ＣＳコンダクター」の配置（１３市） 

 による各学校運営協議会や学校運営協議会 

 の小・中学校合同開催の指導・支援 

        

○ 「山口県『地域教育力日本一』研修会」の 

 開催による推進体制や取組の支援・強化 

（対象：学校運営協議会委員、「地域協育ネッ 

ト」関係者等 開催：６月１３日）  

        

○ やまぐちコミュニティ・スクール事例集の作成・配付（３月末） 

                    

       ○ 地域住民の理解、参画の推進に向けた住民意識調査の実施 

（県政世論調査・モデル中学校区等）  

「山口県『地域教育力日本一』研修会」 
参加者 400 名による熟議 
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３ コミュニティ・スクールを核とした「やまぐち型地域連携教育」の推進 
 

（１）山口県コミュニティ・スクール推進協議会 

 

○目的  
県内のどの地域においても、地域ぐるみで子どもの育ちや学びを支援する質の高 

い教育支援体制を整備するために、コミュニティ・スクールに関する県教育委員会 

の施策の充実や各学校等の取組の改善に向けた協議を行うとともに、各市町での自 

立した取組を支援し、内容の充実を一層促進する。 
○  内容 

・委員構成 

各市町ＣＳ推進協議会委員、学識経験者、学校関係者、市町教育長代表、山口 

ＣＳコンダクター代表 等   

・開催日  年２回開催（４月２７日、１月２６日） 

・協議内容 

【第１回】県のコミュニティ・スクールの施策について説明し、推進に向けての 

共通理解を図るとともに、各市町の課題等について改善方策を協議 

【第２回】プロジェクト・チーム会議のまとめ、山口ＣＳコンダクターの取組 

による成果と課題、地域大会・全国大会の成果等を踏まえ、コミュニ 

ティ・スクールの取組の評価及び各市町の状況について協議 

 

○ プロジェクト・チーム会議 

    協議会の下部に、情報収集及び分析等を行うプロジェクト・チームを設置する。 

プロジェクト・チームは会長から委嘱を受けた委員によって構成され、必要に応じ 

て会長が招集する（「山口県コミュニティ・スクール推進協議会」設置要綱 第７条）。 

  

≪協議内容≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 協 議 内 容 

６．１２ 

○ 「コミュニティ・スクールの充実に向けて、どのような取組が必要

か」 

・コミュニティ・スクールの充実とは 

・コミュニティ・スクールを充実させるために、どのような取組をし

ていけばよいか 

１０．６ 

○ 「県政世論調査の分析及び課題解決に向けて」 

 ・県政世論調査結果について 

 ・調査結果から見える課題解決に向けて 

１１．２４ 

○ 「コミュニティ・スクール充実のための具体的な手立てについて」 

 ・啓発の工夫 

 ・行政としてのはたらきかけ 

 ・より多くの人が来校する工夫 

 ・今後のコミュニティ・スクールの取組について 
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（２）山口ＣＳコンダクターについて 
 

○ 山口ＣＳコンダクターの役割 
モデル中学校区を中心に、各学校のコミュニティ・スクール（ＣＳ）の取組の 

充実や水準の向上、合同の学校運営協議会の体制づくりによる小中連携の取組の 

充実などを推進するために、各学校の訪問指導連携支援等を行う 

※ ＣＳに関する理解と経験をもつ退職校長等を配置 

○ 山口ＣＳコンダクターの取組 

・学校訪問による管理職への指導・助言及び職員研修会等でのＣＳの重要性の説明 

・社会教育主事や指導主事、公民館等との連携及び学校と行政とのパイプ役 

・取組の充実を図るため、ＣＳの協議会に積極的に参加し、指導・助言  

・ＣＳ推進のための研修会を市教委と連携して企画・運営  

・ＣＳだよりの作成による教職員・地域住民への啓発 

・小中共通のテーマ設定等、校長を指導・支援し小中連携を推進 
○ 山口ＣＳコンダクター会議及び連絡会の開催（各３回：計６回） 
・コンダクター同士及び行政担当者との情報及び課題の共有 

※ 山口ＣＳコンダクター連絡会は臨時開催 

 

≪協議内容≫ 

開催日 会議等 会議・連絡会の内容 参加者 

4.27 
会 議 

① 

所管説明：平成２７年度の県教委の取組について 

協  議：今年度の活動及び現段階での課題について 

コンダクター 

ＣＳ担当 

7.29 
連絡会 

① 

講  演：「地域とともにある学校づくり」に資する学校評

価について 

     山口大学教育学部 教授 前原 隆志 氏 

協  議：一学期の取組及び課題、教職員の意識改革の方策

について 

コンダクター 

8.31 
会 議 

② 

協  議：夏季休業中の取組及び課題、コンダクターと市教

委の連携、二学期以降の取組について 

コンダクター 

ＣＳ担当 

地域協育ネット担当 

10.19 
連絡会 

② 

説  明：県政世論調査結果について（事務局） 

協  議：意識調査結果の活用方策、地域住民のＣＳに係る

参加・参画状況、二学期の取組状況 

コンダクター 

1.15 
連絡会 

③ 

事例発表：岩国市、美祢市のＣＳコンダクターの取組につい 

て 

山口ＣＳコンダクター（岩国市） 藤井 明男 氏 

山口ＣＳコンダクター（美祢市） 金子 明美 氏 

協  議：1 年間のまとめ、モデル中学校区の各学校の取組

状況把握の方策、来年度に向けた取組について 

コンダクター 

2. 1 
会 議 

③ 

事例発表：コンダクターの取組について 

山口ＣＳコンダクター（光市） 木本 育夫 氏 

協  議：市町教委の学校教育課と社会教育課の連携、今年

度のまとめと来年度の取組について 

コンダクター 

ＣＳ担当 

地域協育ネット担当 
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（３）山口県コミュニティ・スクール推進フォーラムについて 

○ 目 的   

学校・家庭・地域が連携・協働して、社会総がかりの教育を推進するため、その 
意義を理解するとともに、取組内容の成果、課題を共有し、具体的な改善策を明ら 
かにすることにより、コミュニティ・スクール及び地域協育ネットの一体的な推進 
を図り、全国に「やまぐち型地域連携教育」の取組を発信する。 

〇 開催日 平成２７年１２月１９日（土） 

〇 会 場 防府市公会堂 

○ 内 容  
・開会行事 
・平成２７年度「やまぐち型地域連携教育」に係る優良「地域協育ネット」等表彰 
  ◇浅江中学校区地域協育ネット   （光市立浅江中学校区） 
  ◇あったかネット         （岩国市立川下中学校区） 
  ◇潟上中学校区地域協育ネット   （山口市立潟上中学校区） 
  ◇厚東中学校区地域協育ネット   （宇部市立厚東中学校区） 
  ◇夏柑ネット           （萩市立萩東中学校区）  ※五十音順 

 ・実践発表  県教委、萩市教委、周南市立周陽中学校 
・基調講演  慶應義塾大学 教授 金子郁容先生 

「日本で『一番いい』学校」～「いい地域」に「いい学校」ができるのか、 
「いい学校」が「いい地域」をつくるのか～ 

・パネルディスカッション 
   「コミュニティ・スクール」から「学校を核とした地域づくり」へ 

コーディネーター 
内閣官房教育再生実行会議 
有識者委員 

貝ノ瀬   滋   氏 

パ ネ リ ス ト 

千葉県習志野市 
秋津コミュニティ 顧問 

岸  裕司 氏 

横浜市立東山田中学校 
コミュニティハウス 館長 

竹原 和泉 氏 

山口ＣＳコンダクター 池田 廣司 氏 

周南市立周陽中学校 校長 大塚ゆかり 氏 
 

○ 参加者 約１，２００名 
※ 教職員、学校運営協議会委員、地域協育ネット関係者、コーディネーター、行政関係者 

 
○ 感想（アンケートより抜粋） 

・ 本日の発表を聞いて、山口県の 
真摯な取組に感動した。理想と現 
実を見据えた実践や、金子先生の 
講演の内容の「ツール」をふまえ 
た推進に胸打たれた。パネリスト 
の皆様の素晴らしい積極的な活動 
による実績に敬意を表したい。 

・ 山口県での県全体での取組を参 
考に、地元でのコミュニティ・ス 
クール事業を推進していきたい。 

・ 管理職だけでなく本校の地域担当教員や次世代を担うミドルリーダーを参加さ
せるべきだと後悔した。 

・ 内容的には素晴らしかったが、教職員の姿や声を聞くことが映像等でも少なか 
ったので、そのあたりが感じ取れると良かった。 
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（４）やまぐち連携教育研修会（７地域大会） 

○ 目 的  

学校関係者と地域関係者が一堂に会し、学校・家庭・地域の連携の意義につい 
て理解を深めるとともに、学校と地域が連携して子どもを育む実践事例の紹介や 
協議等を通して、コミュニティ・スクール及び地域協育ネットの一体的な推進を 
図る。 

 

○ 各研修会のまとめ 
地域 実施日 場所 

参加

人数 
内     容 

萩 8.21 
萩市 

民館 
370 

所管説明：県教育委員会 

事例発表：萩市立椿東小学校、長門市立深川小学校、阿武町立阿 

武小学校 

質疑応答：回答者（萩市ＣＳコンダクター、長門市ＣＳコンダク 

ター）等 

岩国 10.29 

岩国 

市民 

会館 

130 

所管説明：岩国市ＣＳコンダクター 

事例発表：通津中学校学校運営協議会 

川下中学校区地域協育ネット協議会 

熟  議：参加者全員 

周南 11. 5 
室積 

小学校 
109 

小中合同授業公開：光市立室積小学校・室積中学校 英語 

事例発表：光市教育委員会、光市立室積小学校・室積中学校 

（「英語教育強化地域拠点事業」説明） 

厚狭 11. 9 

ときわ

湖水 

ホール 

233 

所管説明：県教育委員会 

事例発表：美祢市ＣＳコンダクター、美祢市教育委員会 

熟  議：参加者全員 

ま と め：山口ＣＳコンダクター（宇部、山陽小野田市） 

指導講話：ＣＳマイスター 

周南市立徳山小学校 教頭 中村 正則 氏 

防府 11.21 

徳地 

文化 

ホール 

191 

講  演：ＣＳマイスター 

北海道大学 学務部長 出口 寿久 氏 

「地域とともにある学校づくり」～ＣＳと地方創生～ 

事例発表：山口市立仁保中学校 

※山口ＣＳコンダクター（山口市）企画・運営 

柳井 12. 5 

アクテ

ィブ 

やない 

196 

所管説明：柳井市ＣＳコンダクター 

事例発表：柳井市立伊陸小学校 

講  演：兵庫教育大学 教授 淺野 良一 氏 

「ドラッガーに学ぶ地域・学校・家庭の連携マネジメント」 

下関 12.12 

海峡 

メッセ

下関 

164 

所管説明・事例発表 

山口ＣＳコンダクター（下関市）、下関市教育委員会 

講  演：ＣＳマイスター 

愛知県一宮市立今伊勢中学校  事務長 風岡 治 氏 

「これからのコミュニティ・スクールに求められること」 

参加者合計 1,393  
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